
年間を通して計画的に連携・協働活動を進めるためには、

いつ、どのような教科・領域で、どのような活動を行うのかを

整理することが大切です。これにより、地域連携担当教職員や

コーディネーターが、学校支援ボランティアや関係団体等との

連絡・調整を見通しをもって計画的に行うことができ、連携・

協働活動を効率的に進めることができます。 

「地域と共にある学校づくり」実践紹介だより 第１５号

 

 

 

令和２年５月１３日発行 福島県教育庁会津教育事務所 

～ 会津若松市立日新小学校・会津美里町立新鶴中学校 ～ 

 前号では、地域連携全体計画の作成事例について紹介 

しましたが、今回は、地域連携年間活動計画について紹 

介します。地域連携年間活動計画を作成するメリットは 

次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 日新小学校と新鶴中学校の地域連携年間活動計画を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日新小学校の地域連携年間活動計画（一部抜粋して掲載）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新鶴中学校の地域連携年間活動計画（一部抜粋して掲載）】 

《地域連携全体計画及び年間活動計画作成の意義》 
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どちらの学校の年間活動計画も、 

●印･･･地域貢献活動 

○印･･･学校支援活動 

◎印･･･支援・貢献両面 

の表記により、連携・協働活動の種別

がひと目で分かるようにしています。 

これにより、自校における地域との連

携・協働活動の傾向が把握でき、計画

の改善等に役立てることができます！ 

 日新小学校の年間活動計

画は、各学年がどの月にど

のような活動を行うのかを

一覧表にまとめています。

（Ａ４判横長サイズ） 

 新鶴中学校の年間活動計

画は、全校の連携・協働活

動の１年間の流れが分かる

ように一覧表にまとめてい

ます。 

（Ａ４判縦長サイズ） 


